
銘
の
紹
介

戸
畑
区
篇

１
水
盤
戸
畑
区
浅
生
二
丁
目
２
飛
幡
八
幡
神
社

元
禄
十
四
年
酔
中
秋

奉
寄
進
御
賓
前

浦
奉
行
葉
山
加
介

は
じ
め
に

長
年
に
亘
っ
て
集
め
て
お
い
た
北
九
州
市
戸
畑
区
、
八
幡
東
区
及
び
若
松
区
、
八

幡
西
区
に
所
在
す
る
金
石
文
を
平
成
二
十
四
年
に
整
理
し
た
も
の
で
、
北
九
州
市
の

金
石
文
集
成
前
二
回
の
続
き
で
も
あ
る
。
若
松
区
は
平
成
二
十
三
年
、
八
幡
西
区
は

平
成
二
十
四
年
報
告
の
追
加
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
前
回
の
訂
正
も
行
っ
た
。

資
料
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
各
金
石
文
に
は
整
理
番
号
を
区
ご
と
に
付
け
た
。
若

松
区
と
八
幡
西
区
は
最
終
番
号
の
続
き
番
号
と
し
た
。
訂
正
は
前
回
の
番
号
を
そ
の

ま
ま
用
い
た
。

物
件
ご
と
に
、
銘
の
書
か
れ
て
い
る
物
件
、
そ
の
現
所
在
地
、
銘
の
書
か
れ
て
い

る
部
分
そ
し
て
銘
の
順
に
記
し
、
各
物
件
の
紹
介
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
雑
記

を
加
え
た
。

発
表
に
当
た
っ
て
は
原
則
と
し
て
明
治
元
年
以
降
は
収
録
し
な
か
っ
た
。
多
く
の

資
料
で
判
読
に
悩
ん
だ
が
、
今
後
の
歴
史
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
史
学
論
叢

に
発
表
す
る
場
の
提
供
を
お
願
い
し
、
こ
こ
に
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
別
府
大
学

文
化
財
学
科
の
諸
先
生
な
ら
び
に
貴
重
な
御
物
や
文
化
財
を
快
く
触
れ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

研
究
ノ
ー
ト
’

北
九
州
市
の
金
石
文
集
成
三
戸
畑
区
、
八
幡
東
区
、
若
松
区
、
八
幡
西
区
篇

史学論叢第43号(2013年３月）

２
円
柱
戸
畑
区
銀
座
一
丁
目
９
帆
柱
四
国
二
十
番
（
築
地
地
蔵
堂
）

寛
保
三
亥
七
月
吉
日

奉
寄
進

大
橋
次
郎
右
衛
門

雑
記
当
神
社
は
飛
旗
八
幡
と
言
い
元
宮
町
に
在
っ
た
が
、
大
正
九
年
に
現
位
置
に

移
転
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
飛
旗
神
社
と
と
も
に
当
水
盤
も
移
動
し
て
き
た

可
能
性
は
高
い
が
、
当
神
社
に
名
護
屋
神
社
も
合
祁
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
関
連
す

る
品
々
も
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
と
も
に
当
水
盤
も
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
気

に
な
る
。

雑
記
灯
塔
の
柱
部
の
残
片
と
思
わ
れ
る
。

中
村
修
身



正
面
額

天
満
宮

左
柱
享
和
二
戊
正
月
吉
日

東
外
面
正
半
迄
七
十
試
問
寅

三
分
一
一
営
但
萱
間
六
尺
五
寸
縄

裏
面

正
面
寛
政
九
丁
巳
年
八
月
建
之

左
面
従
此
控
石
江
口
登
番
御
境
石

雑
記
平
成
六
年
二
月
三
日
に
坂
本
譲
工
務
店
の
自
宅
（
中
原
東
一
丁
目
９
）
を
改

造
中
に
、
床
下
よ
り
礎
石
に
転
用
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
。
地
元
有
志
に
よ
っ
て
中

原
公
民
館
（
現
中
原
市
民
セ
ン
タ
ー
）
に
移
設
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
。
北
九
州
市

立
自
然
史
歴
史
博
物
館
保
管
の
控
石
（
４
）
と
大
き
さ
や
書
体
な
ど
極
め
て
類
似
し

て
い
る
。
寛
政
九
年
に
一
緒
に
造
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

遠
賀
郡
中
原
村
抱

左
面

従
此
控
石
江
口
一
豆
番
御
境
石

東
外
面
正
半
迄
十
五
間
卯
ノ

六
分
二
営
但
登
間
六
尺
五
寸
縄

裏
面
寛
政
九
丁
巳
年
八
月
建
之

４
境
川
口
国
境
石
控
石
八
幡
東
区
東
田
二
丁
目
４

北
九
州
市
立
自
然
史
歴
史
博
物
館
保
管

正
面 ３
江
口
国
境
石
控
石
戸
畑
区
中
原
東
二
丁
目
二
中
原
市
民
セ
ン
タ
ー
保
管

文
政
十
二
年
己
丑
年
三
月
吉
日

北九州市の金石文集成（三）戸畑区、八幡東区、若松区、八幡西区篇（中村）

６
西
大
山
笠
勾
欄
擬
宝
珠
八
幡
東
区
東
田
二
丁
目
４

奉
寄
進

５
天
満
宮
鳥
居
戸
畑
区
菅
原
一
丁
目
叩
菅
原
神
社

右
柱

雑
記
西
日
本
新
聞
（
昭
和
三
十
四
年
八
月
二
十
二
日
版
）
に
「
い
ま
ま
で
行
方
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
国
境
石
の
控
え
石
を
戸
畑
市
内
中
原
九
州
電
力
発
電
所
の
診
療
所

の
庭
で
発
見
し
た
」
と
報
道
し
て
い
る
。
本
来
の
位
置
は
不
明
と
す
べ
き
と
思
う

が
、
多
く
の
学
術
書
は
九
州
電
力
診
療
所
（
中
原
九
州
電
力
発
電
所
の
診
療
所
の
こ

と
）
を
元
位
置
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
中
原
八
幡
神
社
な
ど
処
々

を
転
々
と
し
現
在
は
北
九
州
市
立
自
然
史
歴
史
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
幅

三
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
発
見
時
地
上
の
高
さ
九
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き

さ
で
あ
る
。
大
き
さ
や
書
体
は
中
原
市
民
セ
ン
タ
ー
保
管
の
控
石
（
３
）
と
極
め
て

類
似
し
て
い
る
。
寛
政
九
年
に
一
緒
に
造
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
横
に
割
れ
二
片
と

な
っ
て
い
る
。

遠
賀
郡
中
原
村
抱営

所
林
清
次
郎

林
口
治

北
九
州
市
立
自
然
史
歴
史
博
物
館
保
管



年
代
に
複
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
台
座
の
銘
は
追
刻
で
あ
る
。
国
境
石
本
体
は
北

九
州
市
立
自
然
史
歴
史
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
年
十
月

戸
畑
浦
漁
業
組
合

若
松
浦
漁
業
組
合

平
松
浦
漁
業
組
合

（
イ
ロ
ハ
順
）

工
事
監
督
貝
福
岡
懸
農
村
技
干

山
田
重
登

石
柱
従
是
西
筑
前
図

台
座
漁
場
基
点

二
付
保
護

事
ヲ
施
ス
モ
ノ

雑
記
戸
畑
祇
園
の
西
大
山
笠
に
使
用
さ
れ
た
も
の
。
平
成
期
、
西
山
笠
は
浅
生
、

戸
畑
、
菅
原
で
受
け
持
っ
て
い
る
。

雑
記
天
保
十
二
年
改
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
六
年
に
境
川
左
岸
（
筑
前
領
）

か
ら
右
岸
の
現
位
置
（
豊
前
領
）
に
移
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
境
川
の
流
路
を

掘
り
変
え
た
と
の
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
の
明
治
三
十
一

年
足
図
同
四
十
一
年
製
版
「
若
松
」
や
国
土
地
理
院
昭
和
五
十
五
年
修
正
測
量
、
昭

和
五
十
七
年
発
行
「
八
幡
」
の
地
図
な
ど
か
ら
判
断
し
て
当
該
地
（
境
川
河
口
）
付

近
の
流
路
の
変
更
は
あ
り
え
な
い
。
小
倉
北
区
中
井
浜
に
あ
る
国
境
石
は
昭
和
五
十

７
境
川
江
口
国
堺
石
小
倉
北
区
中
井
浜

ナ

リ
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９
金
毘
羅
池
国
境
石
戸
畑
区
金
毘
羅
町
金
毘
羅
池
中

右
面文
化
十
四
年
丁
丑
三
月
再
建

正
面
従
是
西
筑
前
園

裏
面
遠
賀
郡
中
原
村
抱

雑
記
元
禄
十
五
年
に
建
設
、
天
保
十
二
年
に
再
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
国
境

石
の
元
位
置
は
、
旧
境
川
に
架
っ
て
い
た
宮
川
橋
近
く
小
倉
側
（
現
戸
畑
区
中
原
東

一
一
一
丁
目
）
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
三
十
三
年
こ
ろ
区
画
整
理
事
業
の
際
に
、
当
該
地
付

近
の
現
境
川
は
旧
境
川
の
東
側
約
六
十
メ
ー
ト
メ
に
掘
り
変
え
ら
れ
た
。

８
中
原
国
境
石
戸
畑
区
千
防
一
丁
目
１
旧
区
役
所
跡

従
是
東
豊
前
園
小
倉
□

雑
記
昭
和
四
十
四
年
に
金
毘
羅
池
の
堤
防
の
嵩
上
げ
に
と
も
な
っ
て
島
状
台
を
造

ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
台
は
何
度
か
造
り
替
え
ら
れ
大
き
く
な
っ
て
い
る
も
、
国
境

石
の
平
面
元
位
置
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
現
在
も
境
界
線
の
戸
畑
区
（
筑
前
国
）
側

に
あ
る
。

皿
八
幡
宮
鳥
居
戸
畑
区
中
原
東
三
丁
目
⑫
中
原
八
幡
神
社



八
幡
東
区
篇

坂
牧
嘉
長
墓
八
幡
東
区
高
見
三
丁
目
７

２
小
笠
原
忠
慶
之
碑
八
幡
東
区
宮
の
町
一
丁
目
６
小
笠
原
氏
墓
地

延
賓
三
年
歳
次
壬
卯

雲
門
院
機
聖
新
大
居
士
之
碑

雑
記
原
三
左
衛
門
正
久
の
末
子
で
、
坂
牧
長
銀
の
養
子
と
な
る
。
形
式
か
ら
判
断

し
て
後
世
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
元
位
置
は
、
八
幡
東
区
宮
の
町
二
丁
目
叩
で
あ
る
。

そ
こ
は
、
江
戸
時
代
は
豊
前
国
企
救
郡
高
槻
村
で
あ
る
。

正
面

大
玄
院
》
県
鑑
正
光
居
士

左
面
十
一
月
十
五
日

１
坂
牧
嘉
長
墓

右
面

寛
、
水
五
年
戊
子
年

寄
進
氏
子
中

正
面
額

八
幡
宮

左
柱
文
政
十
二
己
丑
三
月
吉
日

右
柱

北九州市の金石文集成（三）戸畑区、八幡東区、若松区、八幡西区篇（中村）

谷
口
霊
園

４
八
幡
宮
鳥
居
八
幡
東
区
祇
園
二
丁
目
５
仲
宿
八
幡
宮

右
柱
神
門
一
厘
岡
懸
前
田
邑
産
民
等
建
立

正
面
額

八
幡
宮

左
面
賓
永
四
年
仲
商
吉
且
洞
官
波
多
野
雅
知
拝
書

雑
記
忠
増
は
小
笠
原
忠
員
公
五
男
と
し
て
生
ま
れ
、
家
老
坂
牧
兵
右
術
門
正
俊
の

養
子
と
な
り
坂
牧
監
物
と
称
し
た
。
豊
前
国
企
救
郡
高
槻
村
で
逝
去
し
、
同
村
松
林

（
八
幡
東
区
宮
の
町
二
丁
目
皿
）
に
葬
ら
れ
た
。
墓
は
昭
和
期
に
八
幡
東
区
宮
の
町

二
町
目
叩
か
ら
谷
口
霊
園
に
移
さ
れ
た
。

３
坂
牧
忠
増
墓
八
幡
東
区
高
見
三
丁
目
７
谷
口
霊
園

貞
享
五
戊
辰
春

指
館
本
豊
院
殿
源
忠
正
白
大
居
士
神
儀

二
月
初
三
日

雑
記
自
然
石
で
あ
る
こ
と
な
ど
形
式
的
に
墓
と
言
う
べ
き
な
の
か
、
供
養
碑
と
言

う
べ
き
な
の
か
検
討
を
要
す
る
。
雲
門
院
は
慶
長
七
年
に
小
笠
原
秀
政
五
男
と
し
て

信
州
飯
田
城
に
て
生
ま
れ
、
小
倉
藩
小
笠
原
忠
員
公
の
弟
小
笠
原
忠
慶
で
あ
る
。
寛

永
十
五
年
二
月
島
原
の
乱
に
士
大
将
と
し
て
出
陣
、
勲
功
を
上
げ
七
千
石
を
賜
る
。

当
地
は
、
江
戸
時
代
は
豊
前
国
企
救
郡
高
槻
村
で
あ
る
。

十
二
月
廿
八
日

囚目



八
幡
東
区
宮
の
町
一
丁
目
６
小
笠
原
氏
墓
地

６
小
笠
原
重
長
墓
八
幡

右
面

賓
、
氷
五
年
巳
丑
年

正
面
圃
明
院
殿
寂
山
智
照
居
士

左
面
九
月
初
三
日
卒

雑
記
「
波
多
野
家
文
書
」
に
当
水
盤
の
こ
と
を
「
手
水
鉢
横
五
尺
八
寸
、
建
三

尺
五
寸
宝
永
四
年
奉
納
す
。
日
光
山
石
の
鳥
居
当
村
石
場
よ
り
江
戸
へ
の
ほ
セ
玉

ふ
と
き
、
御
額
共
に
刻
立
に
な
り
し
か
、
い
か
な
る
こ
と
に
や
額
石
船
に
の
ら
す
し

て
波
戸
場
に
在
し
か
、
産
民
手
水
と
す
」
と
記
し
て
い
る
が
、
不
可
思
議
な
点
が
多

い
。
鳥
居
の
額
と
し
て
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
一
部
未
加
工
で
あ
る
。

５
水
盤
八
幡
東
区
祇
園
二
丁
目
５
仲
宿
八
幡
宮

賓
永
四
年
九
月
吉
日

庄
屋
新
十
郎

雑
記
江
戸
時
代
行
政
区
画
と
し
て
豚
は
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
宗
教
的
な
背
景
に

基
づ
く
記
載
例
で
あ
る
。

雑
記
目
明
院
殿
は
小
笠
原
忠
慶
の
三
男
で
あ
る
。
元
禄
元
年
に
千
四
百
五
十
石
を

賜
っ
た
。
当
地
は
、
江
戸
時
代
で
は
豊
前
国
企
救
郡
高
槻
村
で
あ
る
。

７
小
笠
原
長
武
墓
八
幡
東
区
宮
の
町
一
丁
目
６
小
笠
原
氏
墓
地
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右
面

正
徳
一
元
辛
卯
年

正
面
玄
照
院
無
端
了
徹
居
士

左
面
七
月
初
三
日

９
小
笠
原
重
長
墓
八
幡
東
区
宮
の
町
一
丁
目
６
小
笠
原
氏
墓
地

享
保
十
六
年

遡
素
光
院
権
大
僧
都
法
印
隆
範
和
上
之
塔

８
坂
牧
長
鎮
墓
八
幡
東
区
高
見
三
丁
目
７
谷
口
霊
園

右
面
正
徳
三
発
巳
年

正
面

吉
向
済
院
義
寛
正
恩
居
士
之
増

左
面
十
月
初
六
日

雑
記
玄
照
院
は
小
笠
原
忠
慶
の
長
男
長
武
で
あ
る
。
宮
の
町
一
丁
目
６
は
、
江
戸

時
代
で
は
豊
前
国
企
救
郡
高
槻
村
で
あ
る
。

雑
記
高
済
院
は
坂
牧
忠
増
の
二
男
長
銀
で
あ
る
。
後
に
小
笠
原
の
家
門
を
ゆ
る
さ

れ
小
笠
原
監
物
長
救
と
号
す
。
寛
文
十
二
年
千
五
百
石
を
賜
っ
た
。
元
位
置
は
八
幡

東
区
宮
の
町
二
丁
目
皿
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
豊
前
国
企
救
郡
高
槻
村
で
あ
る
。王正



八
月
十
又
九
日

皿
春
日
信
映
墓
八
幡
東
区
東
台
良
ｎ
ｌ
ｌ
大
正
寺
墓
地

右
面
寛
政
四
年
壬
子
九
月
廿
二
日

奉
寄
進

雑
記
明
和
六
年
の
時
点
、
当
地
は
豊
前
国
企
救
郡
高
槻
村
で
あ
る
。

皿
水
盤
八
幡
東
区
宮
の
町
二
丁
目
高
槻
天
疫
神
社

明
和
三
緬
天

雑
記
普
通
は
墓
地
に
埋
葬
す
る
が
、
当
墓
は
自
然
石
を
墓
標
に
し
た
単
独
埋
葬
で

あ
る
。
享
保
巳
申
十
天
が
享
保
十
年
と
す
れ
ば
干
支
が
違
う
。
国
境
問
題
で
憤
慨
し

て
割
腹
し
た
人
物
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
。

皿
源
水
信
士
墓
八
幡
東
区
田
代

享
保
巳
申
十
天

釈
源
水
信
士
之
位

二
月
口
日
原
田
藤
右
衛
門

雑
記
素
光
院
は
小
笠
原
忠
慶
の
二
男
で
あ
る
。
大
和
国
吉
野
の
五
台
山
桜
本
坊
の

住
職
を
勤
め
た
。
当
地
は
、
江
戸
時
代
は
豊
前
国
企
救
郡
高
槻
村
で
あ
る
。

十
月
吉

北九州市の金石文集成（三）戸畑区、八幡東区、若松区、八幡西区篇（中村）

正
面
額

八
幡
宮

左
柱
寛
政
十
三
辛
酉
年
二
月
日

蝿
八
幡
宮
鳥
居
八
幡
東
区
大
蔵
二
丁
目

右
柱
奉
造
立
石
神
門
壷
匠
本
願
、
王
大
蔵
邑
産

雑
記
『
倉
城
大
略
誌
」
『
府
倉
俗
話
伝
」
や
『
諸
志
系
譜
」
な
ど
を
著
し
た
春
日
信

映
は
小
倉
藩
士
で
小
笠
原
忠
総
に
仕
え
た
。
大
正
六
年
に
、
小
笠
原
藩
ゆ
か
り
の
大

隆
寺
と
回
照
院
の
二
つ
の
寺
が
合
併
し
大
正
寺
と
し
て
当
地
に
移
る
。
そ
の
折
、
小

倉
城
下
大
隆
寺
に
あ
っ
た
春
日
信
映
墓
も
現
位
置
に
移
さ
れ
た
。
春
日
信
映
妻
墓
、

春
日
信
映
墓
、
春
日
信
次
墓
は
並
べ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

正
面
大
成
全
功
居
士

左
面
春
日
蔵
人
源
信
映

Ｅ
本
願
主
大
蔵
邑
産
子
中

大
宮
司
従
五
位
下
橘
朝
臣
徳
風

世
話
人石庄

工屋
貝原
掛田
唯小
八助

白
石
久
治
朗

蔵
田
政
治

久
住
利
平

引
田
善
助

乳
山
八
幡
神
社

｛
〈



枝
光
八
幡
宮

皿
八
幡
宮
鳥
居
八
幡
東
区
諏
訪
二
丁
目
一
枝

右
柱
生
民
荷
克
種
克
紀
以
弗
無
子
願
主
芳
賀
卯
右
衛
門
種
統

富
村
産
子
中

正
面
額

八
幡
宮

左
柱
大
宮
司
波
多
野
加
賀
頭
藤
原
朝
臣
重
華

龍
次
文
政
丙
戊
歳
三
月
吉
辰

大
宮
司
波
多
野
常
成

裏
面
柴
田
興
助
愛
俊

大
羽
伊
右
衛
門
保
毒

左
側
燈
正
面

豊
山
八
幡
宮

右
面
天
保
三
壬
辰
日
祭

左
面 胆

常
夜
燈
（
一
対
）
八
幡
東
区
春
の
町
四
丁
目
豊
山
八
幡
神
社

右
側
燈
正
面

豊
山
八
幡
宮

雑
記
右
柱
の
一
行
は
珍
し
く
草
書
で
あ
る
。
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裏
面
大
和
兵
衛
重
就

白
石
釜
衛
門
員
利

皿
半
鐘
八
幡
東
区
東
台
良
町
岨
１
１
大
正
寺

筑
前
志
摩
懸
今
津

無
量
山
菖
徳
禅
寺

小
鐘
宗
玉
首
座
化

縁
置
現
住
勝
福
兼

菖
徳
芳
嶺
宗
根
誌

天
保
九
年
戊
戊
七
月
吉

願
以
此
功
徳

普
及
於
一
切

我
等
興
衆
生

皆
共
成
怖
道

冶
工
山
鹿
平
十
郎
包
永

雑
記
半
鐘
の
形
が
特
殊
で
あ
る
。
熊
本
県
山
鹿
市
（
肥
後
山
鹿
）
鋳
物
師
の
作
品

で
あ
る
。
先
代
住
職
が
文
化
財
に
造
詣
が
深
か
っ
た
の
で
当
寺
に
当
半
鐘
が
あ
る
の

で
は
と
伝
わ
る
。

町
神
田
奉
納
碑
八
幡
東
区
春
の
町
四
丁
目
豊
山
八
幡
神
社

献
主
庄
屋柴
田
興
助

愛
俊

上




































